
はじめに

　『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）』の「第２章�各教科」「第３節�数学」「第２�各学年の目標及

び内容」「〔第２学年〕」「２�内容」「Ｃ�関数」では「（1）一次関数について，数学的活動を通して，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。」（p.71）と示されており、「ア　次のような知識及び技

能を身に付けること。」（p.71）と「イ�次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。」が示さ

れている（文部科学省，2018a）。

　「ア�次のような知識及び技能を身に付けること。」（p.71）では「（ア）一次関数について理解すること。」

（p.71）と示されている（文部科学省，2018a）。

　「イ�次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。」では「（ア）一次関数として捉えられる

二つの数量について，変化や対応の特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現するこ

と。」（p.71）と示されている（文部科学省，2018a）。

　『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説�数学編』の「第３章�各学年の目標及び内容」「第２節�第

２学年の目標及び内容」「２�第２学年の内容」「Ｃ�関数」「Ｃ（１）一次関数」では「事象と一次関数（ア

の（ア），アの（イ））」と「一次関数の表，式，グラフとそれらの相互関係（イの（ア））」が示されている（文

部科学省，2018b）。

　「事象と一次関数（アの（ア），アの（イ））」では「具体的な事象の中から関数関係にある二つの数量�x，y�

を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，それらの間に，次のような関係があることを

見いだす。」（p.117）と示され、「・�x�の値が�k�増えるに従い，y�の値が�ak�増える。」（p.117）と示されて

いる。

　「一次関数の表，式，グラフとそれらの相互関係（イの（ア））」では「一次関数の特徴を表，式，グラフ

で捉えるとともに，それらを相互に関連付けることで，一次関数についての理解を深める。」（p.118）と示

されている。また、「x�の係数�a�は，x�の値が１だけ増加したとき，対応する�y�の値がどれだけ増加する

かを表していること，（中略）を理解できるようにする。」（p.118）と示されており、さらに、「一次関数�y

＝ ax ＋ b�のグラフは直線であり，a�は直線の傾きを決めるものであるから，yのとる値の増減については，

傾き�a�の正，負によって判断できる。」（p.119）と示されている（文部科学省，2018b）。

　2021 年度版の啓林館の教科書『未来へひろがる数学２』では「傾き」について「直線�y=ax+b�で，a�の

値を，この直線の傾きといいます。」（p.68）と示されている。さらに、「直線�y=3x+2�で，傾き�3�は，次の

ようにみることもできます。（中略）直線�y=3x+2�では，右へ�1�進むと，上へ�3�進むことから，この直線は
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右上がりで，傾き�3�は，x�の増加量が�1�のときの�y�の増加量が�3�であることを示しています。」（p.68）

と示されている。また、「直線�y=-2x+1�の傾きは，-2�」（p.69）と示され、「この直線では，右へ�1�進む

と，上へ�-2，つまり，下へ�2�進む。この直線は右下がりになっている。」（p.69）と示されている（岡本・

森杉・根本・永田ほか，2023）。なお、2021 年度版の啓林館の教科書『未来へひろがる数学２』を以下、

教科書と称する。

１．研究の目的

　『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説�数学編』の「第４章�指導計画の作成と内容の取扱い」「２�

内容の取扱いについての配慮事項」「（２）コンピュータ，情報通信ネットワークなどの情報手段の活用」「②�

教具としての活用」において「『Ｃ�関数』の指導においては，グラフの�x�の値を細かく取って，その形状

をより正確に表示したり，x�の値の変化に応じて座標上の点を動かし表示したりすることができる。また，

一次関数�y＝ax＋b�について，b�の値を固定し�a�の値を変化させる，あるいは�a�の値を固定し�b�の値を変

化させることによってグラフの変化の様子を考察するなど，条件設定を状況に応じて自在に変えながら考え

を進めることができる。」（p.168）と示されている（文部科学省，2018b）。

　本研究では、文部科学省（2018b）に示されている「一次関数�y ＝ ax ＋ b�について，b�の値を固定し�a�の

値を変化させることによってグラフの変化の様子を考察する」という授業を山口市立Ａ中学校のＢ組で実践

した。この授業で使用した ICT 機器は、タブレット PC と電子黒板である。具体的には、タブレット PC を

使って個別学習をさせ、また、電子黒板を使って学級全体で話し合わせた。詳しくは「３．授業実践」で詳述

する。

　本研究の目的は、授業を受けた生徒の意識（「よく分かった」）をもとに、タブレット PC を使った個別

学習、電子黒板を使った学級全体の話合いに関する知見を得ることである。

　なお、文部科学省�生涯学習政策局�情報教育課（2018）の『ICT を活用した指導方法（１人１台の情報端

末・電子黒板・無線 LAN 等）～学びのイノベーション事業実証研究報告書より～』及び文部科学省（2020）

の『教育の情報化に関する手引 -追補版 -（令和２年６月）』で示されている学習場面でいうと、上記のタブレッ

ト PC を使った個別学習は「（2）個別学習」の「③思考を深める学習（B3）」に該当し、また、電子黒板を

使った学級全体の話合いは「（3）協働学習」の「①発表や話合い（C1）」に該当する。

２．教材の作成

　前述した「一次関数�y ＝ ax ＋ b�について，b�の値を固定し�a�の値を変化させることによってグラフの変

化の様子を考察する」という授業を実践するために、動的数学ソフトウエア Geogebra と Google� Jamboard

を使って教材を作成した。Google�Jamboard を以下に Jamboard と称する。

　まず、Geogebra を使って作成した教材を図１～図７に示す。

　図１～図３は、１つの「一次関数の式とグラフ」を画面上に表示した図であり、図４～図６は、２つの「一

次関数の式とグラフ」を画面上に表示した図であり、図７は３つの「一次関数の式とグラフ」を画面上に表

示した図である。ここでいう一次関数は�y ＝ ax ＋ 2�である。つまり、「一次関数の式とグラフ」を画面上

に１つ～３つ表示することができるということである。具体的にいうと、「表示・非表示のチェックボックス」

が画面上に２つあり、それを選択することによって２つめ、３つめの「一次関数の式とグラフ」が表示され

る。この「表示・非表示のチェックボックス」を選択しない場合、２つめ、３つめの「一次関数の式とグラ

フ」は表示されない。なお、本稿では、「表示・非表示のチェックボックス」を「チェックボックス」と以

下に称する。図１～図７に示されている各式の下部にはそれぞれ「スライダー」があり、この「スライダー」

は画面上で移動させることができる。「スライダー」を移動すると�a�の値が変化する。この�a�の値は�0�≦�

x�≦�3�の範囲で�0.1�単位で変化させることができる。

　ちなみに、図１～図７に表示している�a�の値の枠が、やや横に広い形（長方形）であるのは、�a�の値が

整数だけでなく、小数第１位まで表示される場合があるためである。具体的にいうと、図２と図５では、�a�

の値が�1.6�と小数第１位まで表示されている。

　図１～図３、図４～図６の画面上のグラフの変化の様子について以下の①と②に述べる。図７の画面上の
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グラフの様子について以下の③に述べる。

①�　図１～図３は、１つの「一次関数の式とグラフ」を表示した図である。ここでは、この式の�a�の値を

変化させる。図１を始めの図とする。図２は図１の「スライダー」の機能を用いて�a�の値を�1.6�にした

図であり、図３は同様に操作して�a�の値を�3�にした図である。

②�　図４～図６は、１つの「チェックボックス」を選択し、２つの「一次関数の式とグラフ」を表示した図

である。ここでは、２つの式のうち、下に示した式の�a�の値を変化させる。図４を始めの図とする。図

５は図４の「スライダー」の機能を用いて、a�の値を�1.6�にした図であり、図６は同様に操作して�a�の

値を�3�にした図である。

③�　図７は、２つの「チェックボックス」を選択し、３つの「一次関数の式とグラフ」を表示した図である。

ここでは、３つの式のうち、下に示した２つの式の�a�の値を変化させる。図７は、「スライダー」の機

能を用いて、２つめの式の�a�の値を�2�にし、３つめの式の�a�の値を�3�にした図である。

　　次に、Jamboard を使って作成した教材を図８と図９に示す。

　図８は、図７に示した３つの「一次関数の式とグラフ」を並べた図である。別の言い方をすると、一次関

数�y=x+2、y=2x+2、y=3x+2�の式とグラフを並べて画面上に表示した図といえる。つまり、a�の値が、1、2、

3 という正のグラフを示した図である。また、図９は、一次関数�y=-x+2、y=-2x+2、y=-3x+2�の式とグラフ

を並べて画面上に表示した図である。つまり、a�の値が、負の場合（傾き：-1，-2，-3）のグラフを示した

図である。なお、図８，図９は、画面を指等で触れて、文字を書いたり、線を引いたり、また、「付箋」や

「テキストボックス」を使って文字を書いたりすることができる。

　Google�Classroom で１つの「クラス」を作成（Ｂ組の数学で使う「クラス」を作成）して、その「クラス」

の「授業」を使用し、「授業」の「課題」を選択し、「タイトル」を「活動①」とした。次に、「リンク」を

選択し、Geogebra で作成した教材（図１～図７）の URL を記載（複写）した。

　前述した Google� Classroom で作成した「クラス」を使用して、「授業」の「課題」を選択し、「タイト

ル」を「活動②」とした。次に「ドライブ」を選択し、Jamboard で作成した教材（図８）を選択し、「各生

徒にコピーを作成」を選択し、「割り当て」を選択し、Jamboard で作成した教材（図８）を「下書き」で保

存し、配付できる状態にした。

　前述した Google� Classroom で作成した「クラス」を使用して、「授業」の「課題」を選択し、「タイト

ル」を「活動③」とした。次に「ドライブ」を選択し、Jamboard で作成した教材（図９）を選択し、「各生

徒にコピーを作成」を選択し、「割り当て」を選択し、Jamboard で作成した教材（図９）を「下書き」で保

存し、配付できる状態にした。

　ちなみに、Geogebra を使って作成した教材（図１～図７）を用いた学習活動を、授業では活動①と称した。

一方、Jamboard を使って作成した教材（図８と図９）を用いた学習活動を、授業では活動②、活動③と称し

た。

図１　１つの式とグラフを表示

（始めの図形）

図２　１つの式とグラフを表示

（図１の「スライダー」を移動）

図３　１つの式とグラフを表示

（図２の「スライダー」を移動）
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３．授業実践

　2023 年７月 12 日、山口市立Ａ中学校のＢ組で第２学年「Ｃ�関数」の授業を実践した。授業を受けた生徒

数は 34 名であった。授業は、教科書の「３章�一次関数」（p.58‐p.90）の「１節�一次関数のグラフ」の２

時間目の時間であり、教科書で示されている「一次関数�y ＝ ax ＋ b�で，a�の値とグラフの関係を調べましょ

う。」（p.68-p.69）である。この授業では、前述したように ICT 機器としてタブレット PC と電子黒板を用

いた。電子黒板は教員用タブレット PC と有線で接続して使用した。なお、生徒には、入学時、１人１台のタ

ブレット PC を配付している。そのため、生徒は１人１台のタブレット PC を使うことができる。

　授業は、主に３つの学習活動（活動①，活動②，活動③）で構成されている。

　授業の導入時、生徒にタブレット PC を起動させて Google� Classroom のアプリを使わせ、作成した「クラ

ス」に入らせた。教員は、一次関数 y=x+2、y=2x+2、y=3x+2 を示し、切片が�2�であり、xの係数が�1、2、3

であることを確認し、授業のめあて「一次関数 y=x+2、y=2x+2、y=3x+2 で、ｘ�の係数とグラフの関係を調べ

ましょう。」を提示した。

　活動①について以下に示す。

　教員は、電子黒板を使って図 1（一次関数 y=x+2 の式とグラフ）を示し、１つめの学習課題「x�の係数の

値を 1、2、3 のように変えると、グラフはどのようになるでしょうか。」を提示し、生徒に予想させた。次

に、教員は、電子黒板を使って Geogebra で作成した教材（図１～図７に示した教材）の操作の仕方を説明

図４　２つの式とグラフを表示

（始めの図形）

図７　３つの式とグラフを表示 図８　３つの式とグラフを並べて表示

（傾き：1，2，3）

図９　３つの式とグラフを並べて表示

（傾き：-1，-2，-3）

図５　２つの式とグラフを表示

（図４の「スライダー」を移動）

図６　２つの式とグラフを表示

（図５の「スライダー」を移動）
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した（図 10）。

　その後、生徒にタブレット PC を使わせ、「活動①」と示した「リンク」を選択させて、Geogebra で作成

した教材（図１～図７に示した教材）をタブレット PC の画面上に配付した。生徒一人ひとりにタブレット

PC を使わせ、一次関数の x�の係数を画面上で変える活動をさせた（図 11，図 12）。

　次に、生徒に電子黒板を使わせて（一次関数の x�の係数を画面上で変えさせて）、学級全体で話し合わせ

た（図 13）。その結果、生徒が導出した結論は「x�の係数の値が大きくなるほど、グラフが急になる（より

起き上がる）。」であった。

　活動②について以下に示す。

　教員は、「一次関数�y ＝ ax ＋ b�で、a�の値を、傾きということ」を説明し、２つめの学習課題「傾き（a�

の値）が大きくなると、グラフが急になる理由（より起き上がったグラフになる理由）を説明しましょう。」

を提示した。次に、教員は電子黒板を使って Jamboard で作成した教材（図８に示した教材）の操作の仕方を

説明した（図 14）。

　その後、生徒にタブレット PC を使わせ、「活動②」と示した「リンク」を選択させて、Jamboard で作成

した教材（図８に示した教材）をタブレット PC の画面上に配付した。生徒一人ひとりにタブレット PC を使

わせて、生徒の考え（傾き（a�の値）が大きくなるほど、グラフが急になる理由（より起き上がったグラフ

になる理由））を書かせた（図 15）。

　次に、生徒が書いた画面を電子黒板で表示して、生徒に電子黒板を使わせ、考えを発表させて、それをも

とに学級全体で話し合わせた（図 16・図 17）。その結果、生徒が導出した結論は「傾き（a�の値）が大きく

なるほど、ｘ�の増加量が�１�のときの�ｙ�の増加量が大きくなるため、グラフが急になる（より起き上が

る）。」であった。

　活動③について以下に示す。

　教員は、３つめの学習課題「傾き（a�の値）がマイナスの場合を考えましょう。」を提示し、教員は電子

黒板を使って Jamboard で作成した教材（図９に示した教材）を見せ、傾き（a�の値）を -1、-2、-3 のよう

に変えるとグラフが急になる（より倒れ込む）ことを確認した。このとき、この教材（図９に示した教材）

の操作の仕方は「活動②」と同じであることを伝えた（図 18）。

　その後、生徒にタブレット PC を使わせ、「活動③」と示した「リンク」を選択させて、Jamboard で作成

した教材（図９に示した教材）をタブレット PC の画面上に配付した。生徒一人ひとりにタブレット PC を使

わせて、生徒の考え（傾き（a�の値）が小さくなるほど、グラフが急になる理由（より倒れ込むグラフにな

る理由））を書かせた（図 19・図 20）。

　次に、生徒が書いた画面を電子黒板で表示して、生徒に電子黒板を使わせ、考えを発表させて、それをも

とに学級全体で話し合わせた（図 21）。その結果、生徒が導出した結論は「傾き（a�の値）が小さくなるほ

ど、ｘ�の増加量が�１�のときの�ｙ�の減少量が大きくなるため、グラフが急になる（より倒れ込む）。」であっ

た。

図 10　操作の説明 図 11　個別学習 図 12　個別学習

－147－



４．調査方法と分析方法

　タブレット PC を使った個別学習、また、電子黒板を使った学級全体の話合いに対する生徒の意識を明ら

かにする目的で質問紙を作成した。質問紙では「前文」と「問い」を設定した。「問い」は６つ（「問１」

～「問６」）である。「問１」～「問６」では、選択肢法と記述法による調査を行った。

　質問紙の「前文」では「本日の授業では３つの学習活動（活動①～活動③）をしました。活動①の学習課

題は『x�の係数の値を 1、2、3 のように変えると、グラフはどのようになるでしょうか。』でした。活動②

の学習課題は『傾き（a�の値）が大きくなると、グラフが急になる理由（より起き上がったグラフになる理

由）を説明しましょう。』でした。活動③の学習課題は『傾き（a�の値）がマイナスの場合を考えましょう。』

でした。３つの学習活動（活動①～活動③）では、それぞれ、タブレットを使って個別学習をして、電子黒

板を使って学級全体で話合いをしました。」と示した。

　「問１」では、「活動①でタブレットを使って個別学習をして、あなたが感じたことを教えてください。

質問項目「よく分かった」において、当てはまる番号を１つ選んで○を付けてください。また、そのように

回答した理由を記述欄に書いてください。」という教示を行い、質問項目「よく分かった」を設定した。選

択肢法による調査では、５件法（5. とても当てはまる，4. だいたい当てはまる，3. どちらともいえない，2.�

あまり当てはまらない，1.まったく当てはまらない）で回答を求めた。記述法による調査では、記述欄を設

図 13　学級全体の話合い

図 16　学級全体の話合い

図 19　個別学習

図 17　学級全体の話合い

図 20　個別学習

図 18　操作の説明

図 21　学級全体の話合い

図 14　操作の説明 図 15　個別学習
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定し、自由記述で回答を求めた。

　「問２」では、「問１」の教示中の下線部（活動①でタブレットを使って個別学習をして）を「活動①で

電子黒板を使って学級全体で話合いをして」に置き換えて表記した。

　「問３」では、「問１」の教示中の下線部（活動①でタブレットを使って個別学習をして）を「活動②で

タブレットを使って個別学習をして」に置き換えて表記した。

　「問４」では、「問１」の教示中の下線部（活動①でタブレットを使って個別学習をして）を「活動②で

電子黒板を使って学級全体で話合いをして」に置き換えて表記した。

　「問５」では、「問１」の教示中の下線部（活動①でタブレットを使って個別学習をして）を「活動③で

タブレットを使って個別学習をして」に置き換えて表記した。

　「問６」では、「問１」の教示中の下線部（活動①でタブレットを使って個別学習をして）を「活動③で

電子黒板を使って学級全体で話合いをして」に置き換えて表記した。

　この質問紙法による調査は、授業終了後（授業の実施日）に実施した。

　「問１」～「問６」の選択肢法による調査については、５件法の「5. とても当てはまる」を５点、「4. だ

いたい当てはまる」を４点、「3. どちらともいえない」を３点、「2. あまり当てはまらない」を２点、

「1.まったく当てはまらない」を１点とした。この得点を用いて平均値と標準偏差を算出し、天井効果と床効果

の有無を確認した。天井効果がみられた場合、生徒の意識は「良好」、床効果がみられた場合、生徒の意識

は「不良」と判断した。

　「問１」～「問６」の記述法による調査については、記述欄に書かれた記述の内容を読み取り、生徒がそ

のように感じた主な要因（生徒の意識の背景）を見取った。なお、生徒の意識については、選択肢法の調査

の回答が「5. とても当てはまる」もしくは「4. だいたい当てはまる」であれば“ポジティブな意識”とし、

「3. どちらともいえない」であれば“ポジティブでもなく、また、ネガティブでもない意識”とし、「2. あ

まり当てはまらない」もしくは「1. まったく当てはまらない」であれば“ネガティブな意識”とした。

５．結果と考察

５－１　「問１」～「問６」の選択肢法による調査

　有効回答者数は 33 名であった。前述した方法で「問１」～「問６」を分析した結果（平均値と標準偏差，

天井効果の有無）を表１に示す。なお、選択肢法による調査の質問項目は「よく分かった」である。床効果

はみられなかったため、表１には表記していない。

　「問１」～「問６」では天井効果がみられた。このことは、タブレットを使った個別学習、電子黒板を

使った学級全体の話合いにおいて、「よく分かった」という生徒の意識が「良好」であったことを示している。

表１　選択肢法による調査（質問項目「よく分かった」）を分析した結果

学習

活動
学習課題 問い 学習方法

平均値

（標準偏差）

天井

効果

活動①

�「x�の係数の値を 1、2、3のように

変えると、グラフはどのようになる

でしょうか。」

問１
タブレットを使った

個別学習

4.27

（0.86）
●

問２
電子黒板を使った

学級全体の話合い

4.36

（0.92）
●

活動②

�「傾き（a�の値）が大きくなると、

グラフが急になる理由（より起き上

がったグラフになる理由）を説明し

ましょう」

問３
タブレットを使った

個別学習

4.18

（0.83）
●

問４
電子黒板を使った

学級全体の話合い

4.30

（0.75）
●

活動③
�「傾き（a�の値）がマイナスの場合

を考えましょう。」

問５
タブレットを使った

個別学習

4.18

（0.90）
●

問６
電子黒板を使った

学級全体の話合い

4.15

（0.89）
●

N=33� min=1�max=5，●：あり
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５－２　「問１」～「問６」の記述法による調査

　前述した方法で「問１」～「問６」を分析した結果について以下に述べる。なお、下記に示した生徒の選

択肢法による調査の回答は「5. とても当てはまる」もしくは「4. だいたい当てはまる」であった。つまり、

見出された主な要因（生徒の意識の背景）はポジティブな意識の要因といえる。

　「問１」では「x�の係数の値を変えると、グラフが動いて、グラフの形がよく分かった。」、「a�の値を

変えると�y=ax+2�の形がどうなるのかを、タブレットで実際に試せたから。」、「いろいろな数に変えたグラ

フの形を見て実感できるため、分かりやすかった。」といった記述が最も多くみられた。このことから、主

な要因は「タブレット PCを使ってグラフの傾き（a�の値）を画面上で変える活動をしたこと」であったとい

える。

　「問２」では最も多くみられた記述が２つあった。

　１つは「電子黒板は大きくて見やすいから、分かりやすい。」、「タブレットではなく、大きな画面で見

て理解を深めることができたから。」といった記述であった。このことから、要因は「電子黒板の画面で見

たこと（大きい画面で見たこと）」であったといえる。「画面が大きく、友達の説明がみんなに伝わりやす

いから。」といった記述であった。このことから、要因は「大きい画面を使って話し合ったこと」であった

といえる。「友達が操作するのを見て理解を深めることができたから。」、「グラフを動かして説明をして

くれたので分かりやすかった。」といった記述がみられた。このことから、要因は「画面上でグラフの傾き

（a�の値）を変えながら話し合ったこと」であったといえる。上記のことを言い換えると、主な要因は「電

子黒板を使って話し合ったこと（画面を使って話し合ったこと）」であったといえる。

　もう１つは「友達の意見を聞けたから。」、「人の発表を聞いて、理解度が上がったから。」、「他の人

の考え方の説明を聞き、どのように変化するのかが分かった。」、「友達の意見を聞くことで、より理解で

きるから。」といった記述が多くみられた。このことから、主な要因は「他の人（友人）の意見を聞くこと

ができたこと」であったといえる。

　その他、「友達の意見を知ることができたから。」といった記述がみられた。このことから、要因は「他

の人（友人）の意見を知ることができたこと」といえる。なお、この要因は「他の人（友人）の意見を聞く

ことができたこと」に類する要因と考えられる。

　「問３」では「画面上に自分の意見を書くことができた。」、「ペンなどで書きこみ、自分の考えたこと

をそのまま表現することができたから。」、「自分で書きこんで理解できたから。」、「個人の考えを書い

てまとめることができたから。」といった記述が最も多くみられた。このことから、主な要因は「タブレッ

ト PC を使って画面に書いたこと」であったといえる。

　その他、「気付いたところにマーカーでかんたんに色をつけられるから。」、「マーカーで色分けができ

たから。」といった記述がみられた。このことから、要因は「タブレット PC を使って画面に色付けしたこと」

であったといえる。なお、この要因は「タブレット PC を使って画面に書いたこと」に類する要因と考え

られる。

　「問４」では最も多くみられた記述が２つあった。

　１つは「電子黒板で見やすくて分かりやすかった。」といった記述がみられた。このことから、要因は「電

子黒板の画面で見たこと」であったといえる。「画面が大きく、分かりやすかった。」といった記述がみら

れた。このことから、要因は「電子黒板の画面で見たこと（大きい画面で見たこと）」であったといえる。

「みんなの意見をそのまま映せるから」といった記述がみられた。このことから、要因は「タブレット PC

を使って画面に書いたことを電子黒板の画面で見たこと」であったといえる。「どのように考えて、何を見

つけたのかが、ペンなどで色づけされて書かれていて分かりやすかった。」といった記述がみられた。この

ことから、要因は「タブレット PC を使って画面に書いたこと（画面に色付けしたこと）を電子黒板の画面

で見たこと」であったといえる。上記の要因を言い換えると、主な要因は「電子黒板を使って話し合ったこ

と（画面を使って話し合ったこと）」であったといえる。

　もう１つは「他の人の意見が聞けたから。」、「他の人の考えを聞いて、グラフが急になる理由について

考えられたから。」、「みんなの説明を聞くことで、理解が深まるから。」、「説明を聞いて理解できたか

ら。」といった記述が多くみられた。このことから、主な要因は「他の人（友人）の意見を聞くことが

できたこと」であったといえる。
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　その他、「他の人が気づいたところを知ることができたから。」といった記述がみられた。このことから、

要因は「他の人（友人）の意見を知ることができたこと」といえる。なお、この要因は「他の人（友人）の

意見を聞くことができたこと」に類する要因と考えられる。

　「問５」では「グラフに自分の考えを書くことができて分かりやすい。」、「自分の考えをタブレットに

書くことができたから。」、「個人の意見を書いてまとめることができる。」、「自分のアレンジがきくか

ら。」といった記述が最も多くみられた。これらのことから、主な要因は「タブレット PC を使って画面に書

いたこと」であったといえる。

　「問６」では最も多くみられた記述が２つあった。

　１つは「友達の意見を視覚的に見ることができたから。」、「友達の意見をそのまま映せるから」、「電

子黒板で、分りやすく工夫されたグラフの書き込みを見て知ることができたから。」、「友達が書き込んだ図

を見れたから。」といった記述であった。このことから、要因は「タブレット PC を使って画面に書いたこと

を電子黒板の画面で見たこと」であったといえる。上記の要因を言い換えると、主な要因は「電子黒板を

使って話し合ったこと（画面を使って話し合ったこと）」であったといえる。

　もう１つは「他の人の意見が聞けたから。」、「友達の意見を聞いて分かったから。」、「傾きがマイナ

スの場合の変化の仕方について聞き、考えることができたから。」、「他の人の意見を聞いて理解すること

ができたから。」といった記述であった。このことから、主な要因の１つは「他の人（友人）の意見を聞く

ことができたこと」であったといえる。

　その他、「他の人の考えを知ることができたから。」といった記述がみられた。このことから、要因は「他

の人（友人）の意見を知ることができたこと」といえる。なお、この要因は「他の人（友人）の意見を聞く

ことができたこと」に類する要因と考えられる。

６．まとめ

　本研究では、文部科学省（2018b）に示されている「一次関数�y＝ ax＋ b�について，b�の値を固定し�a�の

値を変化させることによってグラフの変化の様子を考察する」という授業を実践し、授業を受けた生徒の意

識（「よく分かった」）をもとに、タブレット PC を使った個別学習、電子黒板を使った学級全体の話合いに

関する知見を得た。

　なお、前述したように、文部科学省�生涯学習政策局�情報教育課（2018）の『ICT を活用した指導方法（１

人１台の情報端末・電子黒板・無線 LAN 等）～学びのイノベーション事業実証研究報告書より～』及び文部

科学省（2020）の『教育の情報化に関する手引 -追補版 -（令和２年６月）』で示されている学習場面でいう

と、タブレット PC を使った個別学習は「（2）個別学習」の「③思考を深める学習（B3）」に該当し、また、

電子黒板を使った学級全体の話合いは「（3）協働学習」の「①発表や話合い（C1）」に該当する。

　授業を受けた生徒の意識を調査・分析して明らかになったことは以下の２つ（㋐，㋑）であった。

㋐�　タブレットを使った個別学習を活動①、活動②、活動③で行った結果、「よく分かった」という生徒の

意識は「良好」であった。活動①における主な要因は「タブレット PC を使ってグラフの傾き（a�の値）

を画面上で変える活動をしたこと」であった。活動②と活動③における主な要因は「タブレット PC を使っ

て画面に書いたこと」であった。

㋑�　電子黒板を使った学級全体の話合いを活動①、活動②、活動③で行った結果、「よく分かった」という

生徒の意識は「良好」であった。活動①、活動②、活動③における主な要因は「電子黒板を使って話し

合ったこと（画面を使って話し合ったこと）」と「他の人（友人）の意見を聞くことができたこと」であっ

た。

おわりに

　文部科学省�生涯学習政策局�情報教育課（2018）の『ICT を活用した指導方法（１人１台の情報端末・電

子黒板・無線 LAN 等）～学びのイノベーション事業実証研究報告書より～』及び文部科学省（2020）の『教

育の情報化に関する手引 -追補版 -（令和２年６月）』では、学校における ICT を活用した学習場面として 10

の分類例が示されている。本研究では、タブレット PC を使った個別学習を行い、「（2）個別学習」の「③思
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考を深める学習（B3）」における知見を得た。また、電子黒板を使った学級全体の話合いを行い、「（3）協働

学習」の「①発表や話合い（C1）」における知見を得た。「タブレット PC を使ってグラフの傾き（a�の値）

を画面上で変える活動」は、その他の学習場面として「（2）個別学習」の「⑤家庭学習（B5）」においても活

用できると考えられる。今後、実践研究を通して知見を得る必要がある。
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